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研究成果の概要（和文）：	
 本研究において、運動の習得過程を現象学的に分析することによっ

て、運動実践における身体的思考の論理を明確にした。まず、身体的思考（非言語的思考）を

際立たせるために、運動実践における言語使用の限界を検討した。さらに、〔動作〕という概念

を身体的思考との関係から再検討し、運動実践そのものの独自性を探った。その結果、言葉を

使わず、下位〔動作〕を使用する、運動実践に不可欠な思考（身体的思考）が明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）：  In this research, the logic of human bodily-thinking (nonverbal 
thinking) was made clear, through phenomenological analysis about the acquisition 
process of human movement. At first, limit for the language use was examined in 
movement practice, in order to make aspect of nonverbal thinking for human movement 
conspicuous. Then, the originality of the movement practice was explored, by reexamining 
the concept of “acticept” from its relation with human bodily-thinking. As a result, it is 
clear that the nonverbal thinking based on low-rank acticepts is essential in movement 
practice. 
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１．研究開始当初の背景 
 
	
 運動を実践する際には、言葉で考える（言
語的思考）だけではなく、実践のための独自
な思考（身体的思考）が必要となる。この二
つの思考を明確に区別しなければならない。
なぜなら、教育現場においては、言葉による
運動指導が優勢であり、それについて何ら問
い返すこともなかったからである。他方､実

践家は言葉による指導に懐疑的であったこ
とも事実だからである。 
	
 思考については、これまで体育学において
言葉との関係から研究されてきた。体育の授
業においても、言葉で考えることが重視され、
運動を引き出す言葉についての研究がなさ
れてきた。しかし､言葉での説明がそのまま
運動実践につながるわけではない。その原因
に、言語的思考と運動実践との関係が明確に
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なっていない、ということがある。そればか
りでなく、運動を具体化する思考、すなわち、
実践を可能にする思考が明示されていない
からである。運動の習得の際には、言葉によ
らない思考、すなわち［からだ］で考えるこ
とが必要となる。 
	
 人はどのようにスポーツ（運動）を習得し
実践するのか。その際、人はどのように考え
ているのか。運動実践は研究対象として様々
なレベルから捉えることができる。しかし､
個々人が運動を習得し実践するために必要
となる思考については、関連する成果が体育
心理学において散見されるのみであり、ほと
んど未開拓の領域である。身体運動とは何か、
運動を実践するとはどういうことかを問い、
この独自な思考にはどのような論理がある
のかを探ることは、体育の実践を考えるため
に必要不可欠であり、体育学には欠かせない
領域となる。理論と実践を統合することは体
育学にとって重要な課題である。 
	
 これまでの研究において明らかなように、
身体的思考という発想は日本だけでなく、イ
ギリス、ドイツ、そしてアメリカにおいても
見あたらない。本研究テーマで扱う身体に注
目した「運動実践における思考の論理」を研
究することは、世界的に新たな試みだと言え
よう。また本研究は、運動習得を容易にする
ばかりでなく、運動指導を有効にするための
基礎的研究でもある。 
 
２．研究の目的 
 
	
 本研究の最終目的は、「運動実践に不可欠
な思考の論理」を提示することである。この
ために、運動実践と身体的思考との関係を探
り、運動習得における身体的思考の役割を明
確にする。さらに、身体的思考の論理を明示
する。 
	
 この論理には、下位〔動作〕の論理が強い
影響を与えている可能性が大きい。〔動作〕
とはある動作を生じさせる「感じのゲシュタ
ルト」である。運動習得の際、学習者は言葉
ではなく、その下位〔動作〕を使って思考し
なければならない。しかも、その下位〔動作〕
を選定し、修正し、発展させなければならな
い。このことについて考察することが今回の
中心となる。 
 
３．研究の方法 
 
	
 本研究は文献研究を参照しつつ、実践での
思考の独自性について、現象学的な分析を行
う。この方法は実践の中で意識に現れる事象
について、解釈を加えず分析する方法である。
このことによって、科学的研究では捉えるこ
とのできない理論的構造を提示することが
可能となる。 

	
 研究の手順は以下の通りである。初年度は、
本研究の目的を達成するために、理論構成を
中心に論点を明確にするための研究を行う。
すなわち、これまで行ってきた本テーマに関
連する研究成果を検討し直し、本研究の問題
点の整理および研究の枠組みを検討する。さ
らに、運動実践における思考との区別を際だ
たせるために、特に言語的思考に関わる先行
研究を収集・検討する。また、先行研究につ
いての検討の際には、思考関連だけでなく、
関連する領域の新たな文献、すなわち言語学、
運動学、教育学、哲学について収集・検討し、
身体論についての哲学的（現象学的）考察も
続行する。 
	
 上記研究において、特に言葉についての研
究が当該年度の焦点となる。同時に、身体的
思考（非言語的思考）を明確にするための前
段階として、言葉による思考の論理を文献研
究によって明らかにする。言葉は運動実践に
おいて重要な働きをするが、どのような場合
に言葉が重要になるのか、また限界を持つの
かを検討する。このことは、運動実践におけ
る言語的思考の限界について研究すること
でもある。すなわち、運動実践の独自性を捉
え直し、このことによって運動指導場面にお
ける言葉の使用にも示唆を得る。 
 
	
 ２年目は、運動実践の独自性を明示し、さ
らにその実践においてどのような思考が生
じているか、その思考の独自性とは何か、に
ついて研究する。運動習得においては、言葉
は糸口にはなるが、それだけでは運動を習得
できない。それはなぜか。さらに、言葉を使
わない思考（非言語的思考）がなぜ運動の習
得に必要となるか。これらの事柄について研
究する。その際、運動実践そのものの独自性
もまた明示しなければならない。よって実践
中の思考を分析する前に、現象学的分析が容
易な身体運動の習得過程を分析することに
なる。すなわち、運動実践と〔動作〕との関
係、および身体の構造化を問い直す研究を同
時に行いたい。その際、〔動作〕の概念自体
を再検討することによって、より実践に根ざ
した思考を分析し、それを身体的思考として
言語的思考との差異を明示する。 
	
 以上の研究を検証するために、夏期休暇中
にドイツ・ケルン国立スポーツ大学に滞在し、
大学図書館を中心に情報収集およびスポー
ツ哲学者と討議する。同大学を選定した理由
は、ケルン国立スポーツ大学が伝統のある唯
一のスポーツ単科大学であり、体育・スポー
ツ関連の蔵書が多く、博物館も備えた大学だ
からである。 
 
	
 最終年(H.21)には、さらなる文献研究を加
えることによって、前年度までの成果を受け、
運動習得における身体的思考の役割を明確



にする。さらには、学会に参加して意見交換
をし、資料収集および理論的枠組みを整理す
ることによって、運動実践に不可欠な思考の
論理を明示する。 
	
 
４．研究成果	
 
	
 
	
 平成 20 年度は、身体的思考（非言語的思
考）を際だたせるために、運動実践において
どのような場合に言葉が重要になるのか、ま
たその言語使用は限界を持つのかを検討し
た。このことによって、運動実践の独自性を
捉え直すと同時に、運動指導場面における有
効な言葉の使用にも示唆を得た。「運動実践
における言語の役割とその限界」をテーマに、
国立オリンピック記念青少年総合センター
で開催された国際会議：2008 スポーツ哲学研
究セミナー(Research	
 Seminar 	
 for 	
 Sport	
 
Philosophy	
 2008) を兼ねた第 30 回日本体
育・スポーツ哲学会において発表を行い、運
動指導における言語使用について議論した。	
 
	
 発表の概要は以下の通りである。「身体的
思考は言語とは異なった論理を持っている。
それは〔動作〕を作り出すための論理であり、
知覚の論理を基盤にして獲得された構造と
しての身体が保持している下位〔動作〕によ
って可能となる。〔動作〕とは、運動主体の
知覚内容がゲシュタルト化したものである。
この下位〔動作〕によって、映像、説明、資
料がみずからの実践として翻訳され、具体化
できる。手続き的説明でさえ、下位〔動作〕
へと翻訳し了解する必要がある。その下位
〔動作〕自体は、語が洗練されていくように、
応用の利くものとして洗練され続け、より明
確な知覚内容となる。さらに、下位〔動作〕
の洗練化のみならず、日常的に主流となって
いる言語的思考から、動作を作り出す身体的
思考へと翻訳する能力もまた学習しなけれ
ばならない。要するに、説明のためではなく、
みずからが実践するために必要な思考とし
て身体的思考があり、それが、身体を構造化
しつつ〔動作〕を洗練化していく。その身体
的思考に下位〔動作〕が不可欠である。体育
の授業を理論だけでなく実践を実りありま
すものにするために、下位〔動作〕自体を伝
達可能にしていかなければならない。」 
	
 
	
 平成 21 年度は、運動実践には言葉による
思考だけでなく、言葉を使わない思考（非言
語的思考）が不可欠になる、ということにつ
いて考察した。運動の習得過程を現象学的に
分析すると共に、〔動作〕の概念自体を身体
的思考との関係から再検討し、運動実践その
ものの独自性を探った結果、下位〔動作〕を
使用する思考（身体的思考）が明らかになっ
た。このことについては、「身体的思考にお
ける下位〔動作〕の役割」というテーマで日

本体育・スポーツ哲学会（北海道教育大学旭
川校）で発表した。	
 
	
 発表の概要は以下の通りである。「外面的
な指摘や客観的な説明は外に現れた結果に
ついてのものである。その結果を糸口に、実
践者みずからが運動を修正することはとて
も困難な課題となる。なぜなら、その結果を
生み出している〔動作〕が意識できなければ、
指摘された動作を修正できないからである。
動作を修正するためには、〔動作〕の修正に
関連する指摘をしなければならない。その為
には、運動についての説明と運動の実践との
差異を明確にする必要があり、実践に必要な
身体的思考が生ずるような言語使用を自覚
する必要がある。客観的な説明は、言語的に
理解することであり、物事を対象化し客観的
に観察した結果である。それに対して、動く
ためには、みずからの身体能力によって外界
との関係を築く必要がある。つまり、最低限
必要なことは、運動を外側から観察する視点
ではなく、運動主体の視点から現象を捉える
ことである。指導者が学習者の運動を引き出
すには、既に保持している〔動作〕を確認さ
せ、それを変容させて、新たな〔動作〕を分
節させるように、言語を使用する必要がある。
要するに、運動の習得や実践に不可欠なのは、
実践における言語的思考の限界を見極め、運
動実践を有効にするために言語がどのよう
な役割を持っているのか、を確認し使用する
ことである。」 
	
 夏期休暇中には、ドイツ・ケルン国立スポ
ーツ大学に滞在し、大学図書館を中心に情報
収集し、さらに同大学のスポーツ哲学者（シ
ュールマン博士）と面談・討議した。また、
前年度の研究成果として、「運動実践におけ
る言語使用とその限界」が「体育・スポーツ
哲学研究」掲載された。	
 
	
 
	
 最終年にあたる平成 22	
 年度は、運動実践
における思考の独自性を明示するため、文献
研究の検討を引き続き行い、運動習得におけ
る身体的思考の論理を明確にした。8 月末に
は体育･スポーツ哲学会（新潟）に参加し、
意見交換を行った。9 月には、これまで行っ
てきた 2 年半の研究成果を踏まえ、平成 22
年 9 月 15～19 日開催の第 38 回国際スポーツ
哲学会（ローマ：イタリア）において、「運
動実践における思考の論理－身体的思考の現
象学的考察－（Logic	
 of	
 thinking	
 in	
 human	
 
movement	
 practice	
 -Phenomenological	
 
consideration	
 of	
 human	
 bodily	
 thinking	
 -）
というテーマで発表し討議を行った。	
 
	
 本発表の概要は以下の通りである。「身体
的思考の持つ独自性として〔動作〕、思考方
法、瞬時性と決断性に関してそれらの論理を
列挙し説明した。要するに、身体的思考は、
みずからが物や他者との関わりを具体化し、



実践的課題を解決するために必要となる思
考である。つまり、重力を含めた物や他者の
論理と、主体の身体的能力との関係から思考
を構成しなければならない。もともと、ヴァ
イツゼッカーのゲシュタルトクライスにあ
るように、環界と運動は円環しているのであ
る。しかも人間の場合には、ユクスキュルの
述べる動物の環境がシグナルであるのに対
して、シンボルとして分節・同定され、さら
に自らの身体の能力が変容し進展し続ける。
その際の身体的コミュニケーションの結果
として〔動作〕が蓄積される。だからこそ言
語的思考だけでは実践ができるようになら
ない。よって、実践できるという身体の能力
には身体的思考が不可欠となる。個々人の実
践能力を育てるためには、身体的思考の論理
を了解し、習得する必要があろう。」	
 
	
 学会後は、本研究のまとめを行うとともに、
平成 21 年度研究テーマであった「下位〔動
作〕」について、「身体的思考における下位〔動
作〕の役割」というテーマで体育学研究に投
稿中である。さらに、３ヶ年の研究成果とし
て「運動実践に不可欠な身体的思考の論理
（仮題）」という表題で、体育・スポーツ哲
学研究に投稿を予定している。また、本研究
の成果を活かした運動指導論が新たに必要
であり、それを探ることが新たな課題として
生じている。	
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